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Abstract

No one has ever denied atleastin hisidealistic viewtheimportance of the

placethatthecommunicationholdsinelectricenterprlSe･However,it stops there

and,althoughonlyrecently,ithascometobefelt stronglythatthecommunicatioil

Can mean nOthing to the e伍cient administration of anelectric power system so

longasitleavesanythingtobecompletedfortheunfailingaccomplishment
ofits

function.

Thereis no distinctline of discrimination marked between the communication

equlpment for electric power system and thatforgeneralpurpose.Yettheycan

notbemlngledindiscussioninany way since the former utilizes the powerline

for the transmission andit needs to be
consideredinmoreorlessdifferentlight

inits way of administration.

Inthepresentarticlethewritersdiscusshowthecommunicationequlpmentfor

the electricpowersystemshouldbeadministeredinuse,andinwhatdirectionhas

itbeen directedinitsimprovement.

〔Ⅰ〕緒 ■言

電力事業において通信が重要視せられねばならぬこと

は寒多の先覚者が声を大にして主張しつゞけたことであ

るが,実際にその重要性が められかつ施設が近代化せ

られたのは趣く最近のことである｡

長期間にわたり電力通信設備とほ送電線路に添架せら

れた電話回線と,はなはだ原始的な手動交換 置と,磁

石式電話機よりなりたっているものと考えられていた｡

それが電力系統の膨大化とともに急速な発展を行って

今日では∵股公衆通信施設をもリードし兼ねない発達を

とげたことほ誠に陛目に価いする｡これは長年にわたり

斯界のために刻苦せられた関係者各位の勉励の賜と′凱､

われわれの尊敬するところである｡

奮の人先らノれこ のあとをしのびつゝ電気事業におけ

る通信設備について考えて見たいと思う｡
******柚**

日立製作所戸塚工場

〔ⅠⅠ〕電力通信設備の近代化

電気事業に用いられた通 施設ほ電力線に添架せられ

た有線電話,しかもその実回線のみであったが電力線電

圧の上昇と共に添架電話線は電力線よりの誘導により発

生する高電圧のために人命に危険をおよぼすので独立電

話回線となった｡

その後大正7年頃当時の逓信省電気試験所鳥潟博士ら

によって電力線に搬送電流を重畳させて,電力線の機械

的堅牢さを利用して,通信の確保を ることが企てられ

た(1)｡これが電力通信近代化の始りである｡それ以来幾

多の変遷をへて電力線は勿論,独立通信回線にも搬送回

線が設けられて来た｡同時に電力系統もその膨大化が進

行し,従来の電話による電力配給指令でほ敏速をかく結

果となり,テレメ←タならびにテレコン∵トtトールなどが

実用せられるにおよんでその伝送回路として多数の通信

回線が必要となって
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また広大なる地域に分散する発変電所間は勿論各種の

事業所間を結ぶ通信回線は,通信需要量の増大と共に多

重回線化が望まれてきたところに新らしい電波法により

大幅に無線回線の建設が許されることゝなったゝめ,有

線無線を通じての綜合通信系として画期的近代化が行わ

れるようになったのである｡

電力用通信系を計画する場合にも通常の都市通信系を

計画する場合と同様に屋形に回線を組むことゝ,網状に

回線を組むことの双方が考えられる｡この両者について

その利害得失を考えて見る｡網状中継方式を使用した場

合は中継離 が良好でかつ交換方式は簡 となるに反し

無線回線も含めて線路費は大となり,線路利用 は低下

する｡屋形中継方式の場合はこの得失が反対となること

は当然である｡

さて現実に回線設計を行う場合いずれが利益であるか

を考えねばならないが電力用通信系のごとき比較的回線

数の少い場合は線路建設費の膨大化をさけるために星形

中継方式を採ることが常識となっている｡しかし特に通

話の頻繁な箇所をつなぐ中継線を別箇に設けている･｡

星形中継方式を使用する結果現在の自動交換装置を用

いれば中継回数が増加するにしたがってダイヤリングの

回数が増加する不便があるのほやむを指ないが,最近我

国においても開発せられつゝあるクロスバー交換方式を

用いればこの欠点もなくなるので遠からず電力相通信系

に採用せられることゝ思う｡

このように電力用通信系は画期的な近代化が行われつ

ゝある｡以下にこの近代的通信系に使用せられるべき無

線,搬送および交換設備につき記述することにする㌧

〔ⅠⅠⅠ〕無線 通 信 設 備

戦後VHF帯以上の急速な技術的進歩に伴い,VHF/

FM無線移動通信,VHF無線多重通信,マイクロウエ

←ブ無線多重通信の実用化が各方面で行われてきた｡

電力サ←ビス用としても経済的面,保守面から通信線

搬送,電力線搬 の代りにこれらの無線が採用される横

会が漸次増加しつゝある｡

無線通信設備が電力サービス用として使用される用途

を大別すると業務通信用無線装置と保線用無線装置にな

る｡すなわち発変

うための通

所の監視,制御および業務連絡を行

設備と,送電線配電線の線路保守のため変

電所とその所轄送配電線保守現場との連絡を行う通信設

備とである｡

(1)業務通信用無線装置

マイクロウエーブ技術の進歩により,無線回線による

多電化が容易になると共に業務通信設備の無線化が大き

く浮び上ってきた｡

別冊第 7 号

畔
-
一
∵
～

第1図 PF-12トS型200McFM多重無線 置

Fig.1.Type PF-121-S200McFMMultj･

ChannelRadio Equipment

第2図 200McFM多重無線装置有線無線接続

Fig.2.TerminalBoardof200McFMMulti-

ChannelRadio Equjpment

我国で現在までに実射化されている業務通信用マイク

ロ濃無 置は2,000Mcあるいは6,000Mcの23通

話路PPM-AM(PTM)方式のものであって,主要発変

電所,通信所,指令所間を結んで遠隔監視,制御,およ

び指令打合せを行うものでその概要についてはすでに再

三発表されている(2)(3)(4)｡

こ ゝに ベるものは6通話路程度の回線数の比較的少

い多貢無線装置であって,無線の特色を考えるとき将来

通信線搬送,電力線搬 とならんで保守通信設備に活用

される性質を十分に備えた装置である｡

才､
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この装置に使用する周波数は現在では200Mc帯の

VHF とマイクロウエーブの二つに大別することができ

るが,技術的問題,周波数割当ての問題,製作費の間置,

保守責の間置でそれぞれ特色がありいずれが絶対的に有

利とも決定できない｡

以下われわれが 品化してきた装置を例としてこの種

の多重無線装置について述べる｡

(A)PFq121-S型200McFM多重無線装置(5)

この 置ほ周波数188Mc～200McのFM多重無線

.装置で,有線無線接続装置を通じて通信線搬送装置と組
合わせ6通 絡までの通信回線を形成することができ

る｡

第l囲および第2図ほこの FM多重無線装置および

有線無線接続装置の外観を示し,無線装置の主要仕様は

つぎの通りである｡

使用周波数範困…………….188～200Mc

周波数安定度‥･±5×10~5(-20〇C～+500C)

送信機出力.‥ ……… 30W

不正幅射強度および擬似周波数感度‥.‥‥‥‥.

-60db以下

変 調 盃…‖.‖‥.‥‥…-45db以下

信号対雑音比……….……….50db以上

定格受信入力電圧………………….50J上Ⅴ

受信出力レベル..".." 標嘩Odb最大5db

(B)UXFS-012塾7,000McFM多重無線装置

この装置は先に発表された7,000McFM-FM3通話

路多重無線装置UXF-011 マイクロウエーブ

部はクライストロン2K261本を送受共用として簡易

化したものであって,SS-FM方式による6通話路実装

可能のものである｡

第3囲および第4図はその外観と表面扉を開いて内部

実装状況を示し,主要性能はつぎの通りである｡

周波数範囲.‥‥.‥‥‖..6,575～6,875Mc

送 信 出 力………………….100mW

信号対雑音比……………‥.‥50db以上

通 話 当 量…… 標準-8db貴大-4db

伝 音声周波数帯域…………‥300～3,400〔し

(2)保線用無線装置

変電所,通信所,保線所において送配電線の保守を行

う場合に保守現場と通信連絡をとりながら作業を進めら

れることほ著しく能

とができる｡

を上げ,サ･-ビスを向上させるこ

この通信設備として保線用電力線搬送電話装置,配電

線澱送電諸装置とならんで150McFMによる保線用無

線電話装置が使用されつゝある｡これは無線が電波を使

用するため任意の箇所に移動通信が可膏巨であること,風

第3図 UXFS叫012型7,000McFM多委無線

Fig.3.ExternalView ofTypeUXFS-012

7,000Mc FMMulti-ChannelRadio

Equipment

第4図 UXFS-012型7,000McFM多重無線

置(内面)

Fig.4.InternalView of Type UXFS-012

7,000McFMMulti-ChannelRadio

Equipment

7k害などによる通信回線障害がないことなどに加えて
VHF の電波伝播特性が =写▲7モ1南ゴ=望俳噌脚計万=ノて~しヽるこ度な通達距離を有しているこ

と(7),FM方式の特長である雑音妨害がきわめて少ない

ことなどがその用途に適合しているためである｡

(A)通信系の構成

この通信系ほ通常変電所,通信所,保線所に固定局を

設置し,これに2～3の移動局を配属させて構成する｡

固定局は25～50Wの.出力を持たせ,空中線高も十分取

って通達距離を確保する｡移動局ほ10～25W程度の出
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力のものを保線サ←ビスカ←に搭載したもので,その空

中線ほ通常移動周ホイップアンテナを使用するが,特に

遠距離あるいは地形状況の悪いところでは組立架設式指

向性アンテナを使関して通信を確保する場合もある｡

さらにこの移動局と作業現場,あるいは作業現場相互

間にウオーキ←トーキ←による通信系を設けて作業の円

滑を計る試みも漸次行われてきている｡

さらにアメリカにおいて見られるごとく,これら保線

用通信系を業務通信系とリンクさせ,業務通信用無線回

線の一部を使用して主要指令所から保線通信用固定局を

制御して直接保線現場への連絡指令を行うことにより全

送配電線の保守を統合指令する綜合通信指令系統が我国

においても将来実現されることゝ考える｡

つぎにこれら保線開通信系に使用される主な機器につ

いてその概要を述べよう｡

(A)50W固定局

主要部分をなす送受信装置についてはすでに本系氏上に

SEF-501型を例としてその概要を発表してきた(8)ので

こゝでほ省略するが,50W固定局は第5図のごとく空

中線,送受信装置,制御装置,非常用電源 置から構成

される｡空中線はその局が通信を必要とするサービス範

囲により選ばれるが,送電線が直線的に延びているよう

第5図 50W 固 定 局 構 成 図

Fig.5.ConstitutionalDiagram of the50

W Fixed Station

第6図 25W 移動局を搭載したサービスカー

(中部電力株式会社)

Fig.6.PatroICar Carrying25W Mobile

Equipment(Courtesy of Chubu

Denryoku:K.K.)

第7区l

Fig.7.

25W 移動局を搭載したサ←ビスカー

(東北電力株式会社)

PatroICar Carrying25W Mobile

Equipment(Courtesy of Tohok

Denryoku二K.K.)

第8図 SEM-253型送受信装置(内面)

Fig.8.Type SEM-253Radio Equipment

(Case Removed)

′



弟9図

SEM-101型無線 置外観図

アig.9.

ExternalVjew of Type

SEⅣト101RadioEquipment 箪亘｡ユニ転､｡∴ニ
な場合には多要素の指向性空中線を使用すると通達距離

を延ばすことができる｡

(C)25W移動局

これについても上記の50W固定局とともにSEIし251

型,SEfし253塑につきその送受信装置の概要を発表し

てある｡第`囲および第7図は25W移動局を設置した

保線用サ←ビスカーの一例を示したものであり,第8図

ほSEM-253型送受信機を示したものである｡

(D)10W移動局

サ←ビス範囲が25W移動局を必要としない場合,そ

の送信出力を減少させることにより寸法重量および所要

電源入力を小さくしたものが本装置である｡

第9図はSEM-101型10W移動局用送受信装置の

外観で,第】0図ほそのブロックダイヤグラムである｡

送信出力管2E26を除いて他は全部ミニアチュア管

用し,電源ほ高圧中庄を同一コンパ←タから取り出

すことにより送受信共用とし,同一筐体内に収納し,送

信出力10Wを確保するとともに小型化を

主要性能ほつぎのごとくなっている｡

ってある｡

周波数範囲………………148～170Mc

周波数偏差‥‥...‥.

±5×10~5以内(-200C～十50〇C)

送 信 出 力……………………10W

送信周波数逓倍数….…‥…

変
….24

方 式 位相変調回路による周波数変調

方式でIDC回路付

残存振幅変調‥..‥
…‥5%以下

不正栢射強度‥=搬送波に対し-60db以下

送信機S/Nlkc80%変調に対し45db以

上

変 歪……80%変調に対し10%以下

受信第1局発遁倍数…‥.………………12

第1中間周波数………‥...……‥ 7.5Mc

第2中間周波数……………………455kc

受信帯域幅…………±20kc(6db低下)

受信選択度….40kc離れて-70db以下

第10図 SEM-101型 無 線 系 統 図

Fig･10･B]ockDiagramofTypeSEM→101

Radio Equipment

受 信 感 度 20dbクワイエテンダ感度0.5

〟Ⅴ以下

受 信 S/N 入力電圧0.5/`Ⅴで15db以上

5〟Ⅴで35db以上

擬似周波数感度

受信機最大出力

電源所要入力

-70db以下

1W以上

受信時………… 6V20A

送信時‥

(E) ウオ←キ←トーキー

6V 30A

ウオーキート←キーについては先に150Mc送受信部

にサブミニアチュア管を使用し,乾電池により動作する

PM-121型に閲し本誌上に発表したが(9),こゝでほ

(a)25W移動局あるいは10W移動局との通

としての送受信能力のバランスをとるため送信出

力の増大を計りPM叫121塾の1AD4×2の代り

にミニアチュア管3B4を使用して100mWを

300mWに増力し

(b)乾電池の消耗取換えによる多くの維椎茸を節約

するため特殊携帯用蓄電池とバイブレーク(10)を
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:第11図 SEM-016型ウオーキートーキー外観図

Fig.11.ExternalVjew of Type SEM-CI16

Walkie Talkie

第12図 SEM-016型ウオーキ←トrキー

送受信機部

Fjg.12.Transmitter-ReceiverofType

SEMqO16Walkie Talkie

第13図 SEM-016型ウオーキートーキー

電源部

Fig.13.Power Supply ofTypeSEM-

016Walkie Talkie
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浬イ三皿詣裏紙団

アンテナ

発振 変三馬

､ヽ､

第14図

Fig.14.

､､､■

一

受信抱詣系統国

SEM-016型ウオーキ←トトキ←系統図

Block Diagram of Type SEMqO16

Walkie Talkie

使用した電源を採用し,なお電源部のみを乾電池

電瀕と置き換えうるようにし

(c)携帯方法を眉掛ナ方式から背負い方式とした

SEM-016塑lウオ【キ←｣トーキーを紹介する｡その外

観ほ第11図のごとく,大さは高さ290×幅260×奥行120

mmで,筐体ほキャッチクリップにより送受信機部と電

源部が積み重ねられ,上部に第12図のごとき送受 磯部

が,下部に第13図のごときパイプレ←タ電源部が収容さ

れている｡空中線は1/4波長(約500nm)のホイップ

アンテナを使用し,総重量約10kgであるが,その大部

分i･まバイブレータ電源部により占められており,この電

源部を乾電池電源に置き換えればPM-121塾と同様約

7kgに佐波する｡

第14図にブロックダイアグラムを示し,その性能ほつ

ぎのごとくである｡

周波数範囲………………148～157Mc

周渡数偏差 3×10■仙洞(-20ぐC～一ト500C)

送 信 出 力…………………･300mW

送信周波数逓倍数………=……･t‥‥･‥24

受信第1局発逓倍数……………………12

第1中間周波数…………………･7･5Mc

第2中間 渡数‥‥･‥‥‥ ‥.455
kc

受信選択度‥....80kc離れてr60db上目二

受 信 感 度 20dbクワイエテンダで15〆Ⅴ

以下相当

受信貴大出力…………‥=‥10mW以上

所要電源入力 受信時…………2V3･8A

送信時‥. 2V7.OA

(F)移動局月∃空中線

保線用移動局を設置するサービスカ←は通常きわめて

悪条件のもとに使用される｡すなわち移動の

衝

の振動,

はきわめて著しく,しかもしばしばアンテナが直接

′
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第1表 移 動 局 円 空 中 線

Tablel.VHF Antenna for Mobile Use

名 称 型 名 特 長

自動車後部の空中線架台に取付け使

用する3/4波長空中線

自動車天葦に取付ける1/4波長空中
線,機械的に強敵な素子より成立つ

窓枠横の表示器の位置にJ玩付lナ使用
する1/2波長空中線,製作取付が簡
便でありジープ等のオープンカーに
も~取付けられる

高いマストにより遠隔地でホイップ

アンテナでは通信状況の悪い時使用
して卓越した効果がある

三要素空中線自身の利得は6dbで
あるが,地上高く上げることにより
地上のホイップに比し20db以上も

利得が得られる

第15図 ジ←プに恢付けたVW3-1004型J型アン
テナ

Fig.15.Type VW3叫1004J-AntennaInstalled

OnJeep

障害物に衝 するような狭陰な地域を通過する｡したが

ってこれに取り付けられるアンテナはできるだけ小型で

耐振,耐衝撃性が要求される｡こ ヒヒ台日伝通よ〔しー▲オ を上げる

ためにアンテナが要求される性能とは相反するものであ

って,そのため移動局は固定局に比べて能率の悪い状態

で使用されることが多い｡したがって移動局を希望地点

まで移動させて後その地点である時間固定通信を行う場

合には組立架設式空巾線を使用して通信を確保すること

を推奨する｡

上

種類に

のごとく移動梢空中線ほ使用するサービスカーの
ヒヒ台H

も最て

‥
､よ の良いものを用いる必要があり,

われわれは現在まで150Mc移動局周空中線として第l

表のごとき軽輩のものを製作使用して好成績を挙げてい

る｡

第`図,第7図,第15図および第l`図ほこれらの設置

実例である｡

第16図 ジープに取付けた組立架設式三乗手指向性

アンテナ(W3-1020型空中線およびAM-

1003型マスト)

Fig.16.3-Element DirectionalAntenna Set

Installed on Jeep(Type W3qlO20

AntennaE]ementwithTypeAM-1003

Antenna Mast)

〔Ⅳ〕抽~送 通 倍 設 備

日射こおける最初の搬送通信が電力線を通じて行われ

たことほすでにのべたが,その発達はアメリカ技術の導

入により通信線搬送として行われた｡電力用通 におい

てもまず通信線路の多重化として通信線搬送電話装置が

用いられ,つt･､で高電圧に耐える結合蓄電器が開発せら

れたので,安国な線路として既設の送配電線路を利用す

ることは経済上はなはだ有利であるため電力線搬 電話

装置が非常な勢で普及し漸次通信株の老朽化とともに電

力線搬送を使用しうる回線は電力線搬送装置に置き換え

られる形勢にある｡

(り 電力線搬送装置

電力線搬送電話は,その使用目的よりつぎの種類に分

類しうる｡
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第 2 表 電 力 線 搬 送 電 話 装 置
一 覧 表

Table2･SpeciBcation of Power Line Carrier Telephone Equipments

業務用電力線搬送電話装置

給電指令用電力線搬送電話

装置

(C)保線用電力線搬送電話装置

以上の各用途に対する代表的機種

の性能→覧を第2表に示す｡

(A)業務用電力線搬送電話装置

業務用電力線搬送電話装置は,本

支店間,営業所間など特定の二箇所

聞で通話するのが主たる目的である

が,直援通話するのみならず,数中

継を行って通話する場合も多い｡信

号方式ほ16c/s 呼出が主として用

いられていたが,最近はダイヤル呼

出方式となり,中継接続が可能な装

置が数多く用いられるようになつ

た｡さらに無線回線を通じて伝送回

路を構成するなどのことも出現し

て,従来ほとんど1通話路であった

ものが,3通話路,4通話路,6通

話路,12通話路などの多蚕装置が使

第17図

Fig.17.

PE-1型電力線搬送電話

Type PE-1Power Line

Carrier Telephone Equip-

ment

第18図 PH-2型給電指令用

電力線搬送電話装置

Fig.18.Type PHq2Power

Line Carrier Tele-

phone Equipment

forDispatcherUse

′



力 用 通 信

用される形勢にある｡また多重の装置ではテレメータ,

模写電信たどをも同時に伝送する場合が多い｡

第2表に京すPE-1型,PJ-42墾などは業務用に適す

るものである｡

第17図はPE-1到の写真である｡

(B)給電指令用電力線搬送電話装置

本装置は一潔統に数箇所の発変電所,開閉所,給電指

令所などが加入し,これに対して給電指令を行うことを

専用にするもので,2周波転換方式によりいずれの端局

からも,任意の端局を選別呼出を行って通話するのみな

らず一斉指令をも行いうる必要がある｡

信号方式としては,拡声器呼出,周波数選別呼出,ダ

イヤル選別呼出などの方法が軌､られるが,送電線の事

~故の場合にも信号通話が行いうることに 点を置けば周

波数選別呼出が最適であり,業務用との兼開を考えれば

ダイヤル選別が適当である｡

第2表のPH-2型(ユ1),PH-3型がこれに属する｡第

18図ほPH-2型の写真である｡

(C)保線用電力線搬送電話装置(12)

電線の保守通 には保安通信線および前 の無線回

嫁が用いられているが,無線回線を用うる以前に電力線

･搬送のみで行う考案があり,現在でも多く用いられてい
る｡

保線用電力線搬送電話装置には甲,乙,丙の3種があ

り,･甲は出力約1Wで,前記の業務用装置と共用せら

れることもある｡乙装置ほ出力約 0.3Wの小型可搬型

でキャビネット型またほ小型ラック塑けこ製作されてい

る｡

丙装置ほ全重量約3kgの携帯型で乾電池により動作

し,草加こ入れて携帯する｡

信号方式はすべて最も簡単な拡声器呼出が使用され

る｡送電線の途中の結合蓄電器ほ,数kmの間隔で設置

されるのが普通であるが,丙装置ほ結合蓄電器の鉄架の

防水函の中に収容して常置せられているものもある｡

このような場合乙,丙装置の電源として結合蓄電器の

充電々涜より供給する方式のものもあり,この方式では

送電線が生きている限り電源の｣L､配はない長所がある｡

第2表のPE-1型は甲装置としても使用され,乙装置

としてはPF-2型,PF-3型,PF｣4塾(13)などがあり｡

同装置としてはPG-2型がある｡

第19図はPF-2型,第20図はPF｣巨型,第21図ほP

G-2型の写真である｡

この外に配電線を伝送線として使用する搬送電話装置

があり,これに定置型と自転頚などに搭載して線路巡回

に際して最害電気所との連絡に使用せられるものがあ

る(ユ4)｡

設 備

第19図

Fig.19.

PF-2聖篭力線搬送

Typc PF～2 Power Line Carrier

Telephone Equipment

第20図 PF-4 型電力線搬送電話装置
(高周波乙装置)

Fjg.20.Type PF-4PowerLine Carrier

Telephone Equipment

第21図

Fig.21.

PG-2塑電力線搬 電話装置(丙装置)

Type PG-2 Power Line Carrier

Telephone Equipment

(2)通信線搬送装置

電力用搬送設備は前述のごとく,逐次電力線搬送電話

装置が重きをなしてきたが,通信線搬送電話装置も多数

使用せられ,特に風雪の災害の少いところとか,既設の

独立電話線または添架電話線のあるところでは,設備の

低廉なために通信線搬送電話装置が用いられる｡

通信線搬送電話装置をその用途により分類すればつぎ

のごとくなる｡

(a)主幹繰用
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第 3 表

Table3.

特 集 別冊第 7 号

通 信 線 搬 送 電 話 装 置 一 覧 表

Specification of Communication Line Carrier Telephone Equipments

＼＼二＼＼用途
＼

機種
項性能~＼､-＼

主幹線用

BT-37型 BT-103型 BT-104型

項.臣巨離回線用

BT-36型 BT-19型

可搬(携帯)用

BT←18型 AT-13型

S.S.B.

名･通話路1Ddbm

45db

300"2,700

5db

16c/s連続

1,000c/s

磁石式交換機

高275cm
幅 52cm

標準鉄架1架

D.C.250V

D.C. 24V

通 信 管

S.S.B.

10dbm

45db

300-2,300

5db

トールダイヤル

16c/sベル符号

2.550,2,650c/s
の2周波信号

+15db-5db
の変化に対し圧
縮率20%

自動式交換機
成石式交換機

高275cこn
帽 52cm

接準鉄架1架

A.C.200V

200VA

通 信 管

第22図 BT-37 型3通話路搬送

電話装置

Fig.22,Type BT-373-Chan-

nelCarrierTelephone
Eqtljpment

短距離回線用

可搬(携帯)用

S.S.B.

10dbm

45db

300-2,300

3db

トールダイヤル
16c/sペル符号

2,550,2,650c/s
の2周波信号

+15db-5db
の変化に対し庄
倍率20%

自動式交換機
磁石式交換機

S.S.B.

各通話路10dbm

40db

磁石式交換機

高200cm
幅 52cm

標準鉄粟1架

D.C.250V

lOOVA

通 信 管

S.S.B.

10dbm

40db

400～2,700

5db

∵-∴∴∴･､

2,300c/s

†工

磁石式交換機

通 信 管

S.S.B.

5dbm

30db

400～2,500

5db

16c/s連続

2,300c/s

磁石式交換機

高80cm
幅52c□1
標準鉄架1架

A.C.100V

40VA

通 信 管

S.S.B.

5dbm

30db

300～2,400

5db

16c/s連続

2,300c/s

†三

磁石式交換機

本体
40×60×30cm

電源
15×60×30cⅢュ

A.C.100V

40VA

通 信 管

第23図 BT-104 塑1通話路搬送

電話装置

Fig.23.T}pe BT-1041-Chan-

nelCarrier Telephone

Equipment

第3表に通信線搬送電話装置の代表的機種の一覧を示

す｡

~語霊窃…善導;二r
ヤ㌢エ亮一綜巌∵★牒

一
考.

勘凋香=き…
j

■鱒艇殖__

呈∵牒※※※儲

豪簿莞義家_-⊃
只･~右.一 箆

第24図 BT-19型1通話搬送電

話装置

Fig.24.TypeBT-19トChan-

nel Carrier Tele-

Phone Equipment

(A)主脊練絹通信線搬送電話装置

本装置は主として主幹繰用の長距離回線に用いられる

もので,3通話路,1通話路の同方式が主たるものであ

る｡信号方式は2,300c/S連続電流方式,1,000c/s

■･



力 用 通

第25図 BT-18型1通話路搬送電話装置

(可搬型)

Fig.25.Type BTN181-ChannelCarrier

Telephone Equipment

方式が従来用いられてきたが,最近ほ通話帯域を 2,300

C/sに制限し,2,550c/s と2,650c/sの2周波による

ダイヤル選択方式のものが大多数を占めて来た｡この方

式では日動交換機のないところでは16c/s のベル符号

にも使用されるようになっている｡第3表のBT-37型,

BT-103塾,BT-104型はこの る｡第22図は

BT-37型,第23図はBT-104型の写真である｡

(B)短距離回線用通信線搬送電話装置

本装置は局地用の短距離回線に用いられるもので,い

わゆる簡易型とも称せられるものである｡この装置は保

守の簡易と,価格の低廉を主眼としたもので,回路も簡

略化されたものを用いる｡

第3表のBT-36型,BT-19 ほこの種額に属する装

置で,第24図はBT-19型の写真である｡

(C)可搬(携帯)型通信線灘

この装置ほ工事現場と事務所間または臨時に回線を作

る場合など一時的に搬 電話回路を増設される場合に用

いられるものである｡したがって大きさはなるべく小さ

く,かつ重量も少く簡掛こ移動できる必要がある｡回路

方式もきわめて i単な上下側汲碍を送受信に用いる方式

が多く使われ,信号方式は2,300c/s相当の周波数に搬

送波を偏借せしめるものが多い｡また拡声器呼Ⅲも信号

が確実であるという点から用いられる｡

弟3表に示すBT→18
,AT-13塾はこの

に属

するもので第25図はBT-18型,第2`図はAT-13型の

写真である｡

〔Ⅴ〕交 換

電力通信尉竃

壬ノー

示又 備

は市外交換が主体となるもの

であるが,要求される接続の確実性,時間に関係しない

良好なサ←ビス,市外電話交換の即時化保守責の低減な

どにより,最近はますます自動化されつゝある｡Lたが

って木茸においてほ白動交換方式について略述するとと

第26図 AT-13型1通話路搬送電話装置

(携帯型)

Fig.26.Type AT-13 トChannelCarrier

Telephone Equjpment

もに,特殊な装置として利鞘の多くなった給電司令台に

ついて一言する｡

(り 自動交換設備

電力通信用電話交換網の特色をあげれば大体下記のご

とくであろう｡

(a)広範開の市外通信網であるが,回線数は一般に

あまり多くない｡

(b)遠距離市外通話,近距離市外通話,附近地通話

などの種々の組合せの通話をできるだけ早く交換

接続しなければならない｡

(c)交換機の容量ほ掛こ大きいもので数100回線程

度であり,大部分は100回線以下であるが,小容

量の交換機には共電式交換機あるいは極右式交換

機の使用される場合もある｡

(d)日常業務としての通話が主であり,加入者も比

較的少く局番号,加入者番号の徹底も容易である

ので市外通話においても発信者が直接被呼者を呼

出せるようなトールダイヤル方式を要求される場

合が多い｡Lたがって局番号が局ごとに一定Lて

いて,どこの局の加入者から発信する場合にも一

定の番号をダイヤルすれば一定の局に接続される

ような普遍岸番号方式による場合が多い(15)

(e)インフォーメー∵ションの伝送方式は無線による

場合,通信線または電力線搬送による場合,重信

回線による場合,普通回線による場合など種 きが

多く,これらの相互接続が可能でなければならな

い｡信号方式として直流ダイヤル,商用周波交流

ダイヤル,音声用波ダイヤル,音声多周波ダイヤル

などさまざまなものが利用され,誘導インパルス

方式などの特殊なものが採用される場合もある｡

(f)市外回線は発送電工幹線に沿って各要点を結び

つけるための を原則とし,タンデム中

継法をとる場合が多いので,数方向切替 置,蓄

積変換装置のような特殊のものを必要とする｡回

線方式にほ2株式,4線式の両者がある｡
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第27図 水力発電所用全リレー式自動交換中継方式図の一例

Fig･27･An Examp】e ofBlock Diagram of20→LineAllRelaySystem

(g)公衆市外通話を行うにあたって最も問題となる

のは料金の採り方で,料金制度の広範な実施は日

動交換の場合非常に技術的困難を伴うものである

が,電力通信設備においてはこの心配ほいらない｡

したがって発信加入者番号,通話帯域,通話時間

の

で,

別および記録などの最も煩雑な機能が不要

方向別の通話度数を統計的に 査する程度で

良い｡電力会社,電鉄会社などにトールダイヤル

方式が急速に採入れられつゝあるのは,ここに原

因がある｡

以上の諸点を考慮して電力用交換設備を設計するにあ

たっては,設備費の経済性も勿論重要であるが,それ以

上に保守の容易なことが必要であり,無人化まで進めた

いものである｡したがって設備の安定性が極端に要求さ

れ,万一の場合の接続変更や故障表示および電源の問題

が検討されなければならない｡

こゝで当然のことゝして,従来から設備を構成する機

器に要求されていた下記の諸項がいつそう不可欠の条件

となって来る｡

(a)動作安全 ;高 く,電圧,周波数の変動に強い｡

(b)調整が容易であり,かつ江わない｡

(c)寿命が長い｡

(d)温度,湿度の変化に影響されない｡

(e)火災の心配がない｡

(f)消費電力が少い｡

(g)誘導妨害に強く,火花などにより無線機に妨害

､~'｢!㌢巳∃ F=l

J:､:･

を与えることがない｡

現在我国で使用されているステップバイスチップ式自

動交換機ほ上記条件を100%満足しているとはいい難い

が,最近における品質向上の速度から見れば,急速にこ

の繰に近づくと思われる｡また′ト型自動交換機を全リレ

ー式にすることも一案であり,最近ではしばしば用いら

れる｡しかしながら最近問題となっているクロスバ←式

交換機の生産が確立されればなお一段の飛躍が予想され

る｡

発電所を中心 簡も蒙るすと な交換設備構成の一例を

第27図に示す｡これは南米リオコラリト発電所用全リレ

←式自動交換機で,交換機の保守は発電所の監視員が片

手間に行えるように設計されている｡

無線またほ搬送回線と結合してトールダイヤルを行う

場合の中継方式図の例は第28図のようになるが,これほ

ストロージャ式交換機を用いて,ラインスイッチ方式を

採用した例である｡

加入者が100回線以上となり,専用市外通信網も増加

した上に,一般公衆通信網(局線)とも接続する場合の中

継方式図の例を第29図に示す｡この場合局線よりの着信

ほ無紐中継台で受信し,電話局は磁石式となっているが,

局線が入っている以上この交換設備ほすべて日東電信電

話公社指定の技術基準に適合しなければならない｡これ

もストロージャ式の例であるが,この程度のものをクロ

スバー方式で設備すると第30図のごとくなる｡これほ回

転形スイッチや上昇回転形スイッチを全く使わずに,ク

′

′
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第28図

無線または搬送回線と結合して

トールダイヤルを行う場合の中

継方式図

Fig.28.

Trunking Diagram of Toll

DialConnected with Radio

Or Carrier System

第29図

多万両との通話を必要とする

場合の中継方式図

Fig.29.

TrunkingDiagramofTolI

DialSystem Prepared for

Exchange of Many Di-

rections

第30図

クロスノヾ･-スイッチを用いる

場合の中継方式図

Fig.30.

TrunkingArrangementof

Crossbar System
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第31図 市外発着両 用 レ ピ ← タ

Fig.31.TollBoth-Way Repeater

ロスノ㍉-スイッチとリレーのみで成立っているもので,

共通制御方式を採用している｡回路方式としてほやゝ複

葉筐になるが,無人局として稀に巡回する程度で保守でき

る交換機になると考えられる｡

このほか無線または搬送端局に所属して簡単な交換を

行うような装置が必要とされることもあるが,これらほ

簡単なリレ←グループとして製作

可能である｡また無線中継所を無

人化する場合,その監視用として

継電器回路が利用される｡これは

直接通話に関係するも?ではない

が,通信網構成上重要なもので,

インパルスの蓄積,変換,讃飛訳機

能などが各所に応用される｡

第3】図写真はトールダイヤル用

リレ←グル←プの→例である｡

(2)給電指令台

給電指令台ほ送配電に関する指

令および連絡に使用される交換機

で,電鍵の操作で働くのが普通で

あるから一種の無紐式手動交換機

といつてよい｡

電力用の通信連絡線は前節にも

述べたように,一般に自動式,共

電式,■磁石式などの各種の回線が

′
-
-
-
-
･
ノ
＼

-

｢
1
＼

自
動
交
換
縫
＼

自動式皿綿

鶉霞式制頒

石正竜王鳳頒

第32図

Fig.32.

指令台 の 機能概要図

Function of Power Dispatching

Switchboard

位相されているので,これらの回線を第32図のように同

一指令台に収容し,これらに対する発信およぴこれらか

らの着信通話に十分な機能をもつとともにこれらのあら

ゆる組合せに対し,相互通話が可能でなければならない｡

また全回線に対する一斉指令および各ブロックごとの群

指令機能を附加する場合もある｡

しかも電力系統は産業の動脈として一瞬の停滞も許さ

れない上に,指令台を取扱う人は一般に電話交換を専門

にする人ではないので,その動作にはいつそうの確実さ

と機器の堅牢さが要求される｡したがって着信や終話の

表云にはランプのほかに,拡声器や電鈴などの音響磯署

を併用する例が多い｡

その着信回路の一例を第33囲および第34囲に示す｡

信号受信回路にサ←ミスタを利用することは線路に異

常視象の起った場合や蓄電器の充放電によって生ずる恐

れのある信号受信継電器の誤動作防止をこ役立つ｡第33図

ほサーミスタを信号受信継電器の二次側に入れた例であ

るが,一次側に入れる方法もある｡

絹令台

自動凪繰リレーク1レープ

四
J ∠∠

T㌃←~~~~頂
1

第33図 対 自 動 回

J:!4r榛席の州を星て
←~一汁て〒西春目

接続凪路

硝且力信号回路を量て J調r

線 着 信 回 路

Fig.33.Incoming Circuit to Automatic Exchange

ノー

.一
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第34図

対磁石 回線
二¥こ

･i_l 信 回 路

Fig.34.

Incoming CircuittoLocal

Battery Exchange

この無紐式指令台が数台複式に接

壁毒
箋窒
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され,相互に影響

なくかつ相補って完全に機能を発揮するためには,この

ほかに回路上の工夫を必要とするが,その最も簡蛍な一

例を第35図に云す｡これは日動電話回線に対する場合,

通話巾すなわちAK電 を倒しているときに,他の台で

復旧電鍵を誤って操作しても通話回路が切断されないよ

うにした例で,このような回路は席数が多くなるにした

がって複雑となる｡指令台の一例として二台連結して使

用している写真を第3`図に示す｡

一般に指令台に要求される機能は,その設置される場

所により著しく異るので,設計もその都度異ったものと

なり,技術的検討も次第に高度化しているが,その構造

方面も普通の手動交換機より近代化している._-ノ

〔ⅤⅠⅠ〕緒 言

以上で甚だ簡単であるが電力通信設備の概要をのべた

が,通信回線の構成ほ簡即なようで甚だむづかしい｡〕現

在の通イ言畳をさばくのにいかにすればよいかの計画ほ比

較的簡単にできるが,将 どのように電気所が増設せら

第35図

Fig.35.

:富貴
〟〟7(作〃/棚∬端子

〟オ/席
軌宮J 〟片 彪～

】

｡脚
ガ〝

ふ′1
⊥ l

l

些叔J此′

____----トーーーーーーー,
オブ席

∫
ノ〝 彪～･

克子此♂彪′
′牡

.●t-･､

誤動作を防止するための回路の一例

An Example of SpecialCircuit

to prevent Operation from Mis-

Treatment

第36図

Fig.36.

給 指 令 台 連 結 使 用 の 一 例

Power Dispatching Desks Connected to EachOther
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れ,また電力の需要がどのように変化するかを考慮に入

れた通信系を作成せねば,その通信系が完成したときに

は最早不便な通信系となってしまうであろう｡さらに最

近発達しつゝある工業テレビジョンの伝送も通信系の計

画に際して取入れねばならないかも知れない｡

電気事業における通信の仕事は今後ますます重要とな

ることは火を見るよりあきらかである｡関係各位のたえ

まない御鞭撞により,より良い通信機器の供給をするこ

とがわれわれの念願である｡
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エ業用テ レビジ ョ ン

IndnstrialTelevision

戦後アメリカにおいてテレビジョンの工業的利用が盛

んに行われているが,最近我国においても主として電力

会社において発電所の各種遠方監視制御用として用いら

れるようになり,さらに今後は単に工業用としてのみな

らず,運輸,医学,教育,商業,事務管理など各方面に

広く用いられる にある｡

日立製作所においても夙にこれが研究を行い,すでに

北海道電力砂川火力発電所,中国電力明塚水力発電所の

工業用テレビジョン装置を受注し,目下鋭意製作を進め

ている｡

砂川発電所納めのものほ,監視要素としてボイラ炉内

監視,ボイラ水面計監視および煙突の煙監視の三つがあ

り,カメラはそれぞれ適当位置に設置し,監視装置(モ

ニタまたは受像機)は中央制御室の配電盤内に収容,こ

の問をカメラケ←ブルで接続する｡各部の 整はすべて

制御卓において遠隔制御できるようになっている｡炉内

監視用カメラ前面にほ7lく冷,空冷共用の冷却装置をつけ,

カメラを保 するようになっている｡第1図はTIC-1型

カメラ,第2図はTIM-1型モニタを元す｡

明塚発電所納めのものほ,ダム取入口附近の状況を配

電盤窒において監視するもので,この間2kmを特に減

衰量を小さくLた特殊同軸ケ←ブルにより高周波に変

された映像信号および制御信号を伝 する｡取入口の各

部を見るためのカメラは回転しうる機構とし,夜間も監

視を行うため投光器2基で照明を行う｡レンズの焦点,

整およぴカメラ回転その他の制御はすべて配電盤

萱より行える機構になっている｡

第1図 TIC-1

Fig.1,Type

型 カ メ ラ

Form TIC-1Camel･a

第2図

Fig.2.

TIM-1型 モ こ タ ■-

Type Form TIM-1Monitor

なお以上のほか,工場の作業監視,医 用,教育用な

どの用途に使用する携帯型装置についても製作を進めて

おり,需要者各位の御要求を十分満足しうることゝ信ず

る｡
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